
２０２４年５月２５日 

2023年度 関西学院大学 海外客員教員(招聘Ｂ)成果報告書 
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受入担当 

教員 

所属・職 文学部・教授 

氏名 大橋 毅彦 

海外客員 

教員 

所属・職 （中国）吉林大学 外国語学院・専任講師 

氏名 穆 彦姣 

招聘目的 1．授業担当及び研究  2．共同研究  ３．特別枠  （いずれかに○） 

招聘期間 ２０２３年８月１日 ～ ２０２４年１月３１日 

成果報告 

Achievement Report 

以下の内容を日本語か英語で記載し

て下さい。 

Please describe the following in 

Japanese or English. 

1.授業担当及び研究

Teaching classes and research 

(1)授業科目名

Course titles 

(2)授業担当の成果

The achievement of the 

classes in which you are in 

charge 

(3)研究の内容

Research Details 

(4)研究の成果

Research achievement 

2.共同研究

Joint research 

(1)共同研究の内容

 Details of joint research 

(2)共同研究の成果

Joint research achievement 

(1)授業科目名

なし

(2)授業担当の成果

なし

(3)研究の内容

主に1924年末までに博文館の雑誌「新青年」に掲載された中南米を中心とした海外移民・放浪

関連の冒険小説や随筆・成功談・ニュース記事・コラムなどを考察対象として取り上げ、創作と

関連記事における関係性を探る。また、1923年の関東大震災以降、政府による移民奨励政策がよ

り積極的に実施されるようになったことから、本研究では震災前後における関連記事の傾向につ

いて整理し、その変化と背後にある編集側の意図について解明していきたいと考える。 

(4)研究の成果

「新青年」が海外雄飛記事に最も力を入れていた1920―1924年は、日本近代移民史において「渡

米熱」から「国策移民時代」に移行する途中の空白期間とほぼ重なる。主力の移住先が北米・南

洋から中南米へ移行していた中、力行会関係者をはじめ、海外移住の提唱者たちの「新青年」誌

上での言説を追っていくと、明治期の渡米言説で流行っていた「一攫千金」の夢が徹底的に批判

され、「開拓精神」を持って移住先を「第二の故郷」とし、「永住的決心で森を拓き山を削つて」

「永久的の事業に投資する」姿勢が奨励されるようになったことが確認できる。このような理想

論は読者投書欄で広く支持されたが、それらの支持はほぼ実行性のない「掛け声」であったと思

われる。一方、実際に海外に渡ろうとした読者の声は相談コラムに反映されており、そこから読

み取れるのは、移民希望者の多くは高踏的な「開拓精神」を実践する余裕もなく、のちの『蒼氓』

に登場するような契約移民像に近い境遇にあったことである。 

 渡航者による実録記事も数多く掲載された。渡航前後の心情を綴り、耕地での厳しい生活を忠

実に記録した自分史「ブラジル移民十年」や、「あばら家」での「動物の原始生活」と言ってブ

ラジル移住の厳しさを認めつつも移住自体を否定視しなかった「ブラジルの珈琲園から」、移住

地で起こった殺人事件を面白おかしく語った「植民地ローマンス」など、これらの記事から覗え

るように、総合雑誌としての「新青年」は全体的に海外雄飛を奨励する姿勢を維持しつつも、移

住のリスクに背を向けず、実用性よりも内容自体の面白さを追求することによって、積極的に移

民専門誌との差別化を図ろうとしていたのである。

しかし、1923年に起きた関東大震災とそれによって齎された甚大な被害は状況を一変にさせた。

日本におけるブラジル移民がいよいよ国策移民時代に突入するのにつれて、誌上での海外雄飛記

事は希望に満ち溢れた言葉で綴られた宣伝文に限られるようになり、渡航者の投稿からも海外雄

飛の暗面への言及が消え去っていった。移民専門誌との差別化が図れなくなったしまったことは、

1924年以降「新青年」における海外雄飛記事が下火になったことの一因として挙げられるだろう。 

（穆彦姣「草創期の「新青年」における「海外雄飛」の理想と現実――中南米移民関連記事・創

作を中心に」「日本文藝研究」第75巻第2号、関西学院大学日本文学会、2024年3月、pp.113-132） 

受入担当教員コメント 

（日本語で記載） 

吉林大学外国語学院専任講師穆彦姣氏は、招聘期間中にあって中国国家社会科学基金の助成を受

けた研究を進め、上記の成果を上げた。これまでの自身の研究課題である江戸川乱歩研究と並行

させて、周辺雑誌メディアの動向に関しての新たな知見を打ち出したものとして高く評価できる。 

海外客員教員が成果報告欄をご自身で記入される場合は本書式をお使いください。 
＊本報告書は本学ウェブサイト等で公開されます 




